






売上高は506.83億円で7.76億円増収となった。
国内ITや海外ITが増加したものの、CROの大幅減収により微増となった。

売上総利益が増えたが、販管費が増えたこともあって、営業利益は13.14億円、
経常利益は12.57億円と、ともに昨年を下回った。

純利益は15億円で終わった。
特別利益53億円の大半は有価証券の売却益である。特別損失の約半分が関係会社事
業損失引当金で、事業整理などによるもの（データセンターや不採算事業の終了など）。
残り半分は、のれんや資産の減損。CRO事業の業績悪化を受けのれんの減損を行った。ま
た、子会社であるMitraisの化石燃料に関連する事業についても将来性が乏しいということで
減損した。それらを合わせて31.99億円の特別損失を計上した。

為替の影響として、当社は約2割の100億円くらいが外貨の売上であるが、18年度のレート
と19年度のレートの比較で単純計算すると、為替影響で売上が約4億円の減少。営業利
益は500万円ほどの減少なので、ほぼ影響はなかった。

11月に下方修正した数値よりも、売上で5億円強、営業利益で2億円弱数値が悪くなって
いる。CRO事業が11月発表時よりも悪化したことが原因である。
結果、純利益17億円予想も、2億円減少の15億円となった。



【国内IT】
20億円の増収、営業利益も約6億円の増加。
中核会社のシーエーシーが売上で16億円、営業利益で5.5億円増加している。
業種別にみると、金融（信託銀行を除く）は横ばい、それ以外は増収増益。
特に信託銀行からの年金管理システムの売上増加が大きく寄与している。

【海外IT】
11億円の増収、営業利益は個々の会社は黒字だが、本社費用の配賦などがあり
セグメントとしての数値では0.46億円の赤字となってしまった。赤字幅は縮小した。

第4四半期から連結したMitraisの海外売上における寄与は5.22億円。セグメント利益は
0.69億円の赤字。単体営業利益では80百万円強出ているが、取得費用やのれんの一部償却等が1.5億
円ほどかかったためマイナスとなった。したがって、Mitraisがなければ海外ITは黒転していた。2020年は売上
21億円、単体営業利益4.6億円の見込み。

◆Mitraisについて
第4四半期から連結となったMitraisは年間約20億円の売上で従業員500人程度の会社。本社はシンガ
ポールだが、SEの大半はインドネシアで一部ハノイに在籍している。アジャイル系開発に特化したSIerである。
事業の一部に石炭関係（マイニング）会社の支援があり、パッケージソフトの取り扱いなどしていた。総合的に
事業の先行きが見えないということで、マイニング事業については将来的にクローズするため、今回減損計上した。
◆インド（ISL）について
なかなか業績が上がらなかったが、営業利益は黒字転換している。

【CRO】
売上が、昨年比24億円減収、セグメント利益で2.78億円の赤字である。2019年度の予想（2018年度
並みとの予想）よりも売上で25億円、利益で10億円ショートした。



【金融】
4.8億円ほど減収。国内金融機関向けの売上が減少したことが要因。
56億円の売上のうち、31億円が国内で25億円が海外での売上である。

【信託】
56億円の売上で12億円の伸び。年金管理システムの大プロジェクトがあり、 10億円強の
売上があった。
この大型プロジェクトは、4年間で50億円前後の売上見込み。今年度（2020年）が
ピークであり20億円ほどの売上を見込んでいる。

【医薬】
19億円減収。うち、CROで24億円の減収の一方、IT系（システム部門）の売上は
4億円強増加している。

【サービス】
増収。特に海外が伸長していることが要因。インド子会社の政府系の仕事で10億円増収、
Mitraisが3億円弱寄与している。



【受注】
・国内ITは27億円の増加。シーエーシーが信託（年金案件）中心に25億円伸ばした。
・海外ITは11億円ほど受注高を減らしたが、受注残高が増えている状況である。
インドの ISLは2018年度、ハードウエア等の特需（受注）があり、112億円と極めて
異例な受注高が上がった。その反動を受けて、今回は11億円のマイナスとなった。
インドISL自体では昨年比受注高25億円減。Mitraisの受注高は11億円。
・ CROは9億円の受注減。

【受注残高】
・国内ITは7億程度増。
・海外ITはMitraisの受注残高13億円もあり、全体で35億円となっている。
・CROは59億円で昨年より1.61億円減少。



【金融】
減収、国内減が大きい。

【信託】
年金関係の大型案件が寄与し大幅増。

【医薬】
1億円のマイナス、ほぼ横ばい。
CROで10億円のマイナス、ITで9億円プラスでトータルで1億円のマイナスになっている。

【サービス】
インドの昨年の大型受注の反動減の影響で減少している。



2019年度第1四半期は営業利益が大きく出ているが、期ずれ（2018年度の４Qで
計上予定だったものが１Qに来たとか、２Qに計上予定だったものが前倒しで入るなど）など
で、利益が前後から寄ってきたため。
その反動で２Qが大きくへこんだ形となった。
また、CRO事業の悪化が２Qから本格的になったこともあり、結果、２Q、３Q、４Qと
低調な推移となった。





2019年度末の状況

売上高が上がっている子会社は９か国22社。
売上高は500億円、うち、海外は100億円で約２割であるが、
2020年度は2割5分（約4分の1）まで伸ばす予定である。



2018年に発表した中期経営戦略、一部2019年より追加したものをまとめたもの。

DX時代に対応できる企業グループを目指して進めてきた。

基本方針を2019年初めに追加、経営と執行の分離によるガバナンス強化や
執行に大きく権限を委譲する体制に舵を切った。
一方、純資産が高くPBRが1倍を割る状況で、資本効率については積極的にすべきと
いうことで、株主還元の強化をうたってきた。

売上高700億円のうち200億円は、オーガニックな成長というより、M&Aなど外部資源を獲
得していく予定だった。



中期経営戦略の進捗状況

【既存事業における収益力改善について 】
国内ITは、手堅く推移しており、収益力も改善、利益も上がっている。
海外ITは、赤字幅は縮小しているが、予定より遅れが生じている状況。
CRO事業は、2018年度は8億円の営業利益が出たが、2019年度は2億円の赤字。
企業収益という点でも問題となっており、今後の展開を考えないといけない状態。

【新規事業の創出拡大について】
・成長が見込まれる企業への出資は、VCを中心に取り組んできた。
現在米シリコンバレー中心だが、日本と、2019年度に立ち上げた中国と合わせて
50億円ほど投資を行ってきた。
デジタルテクノロジーを有する企業に投資を行うことで一部テクノロジーを本業に使って
いこうという意図。感情認識AIなど当社のビジネスにも展開してきているが十分ではない
認識。
・M&AはMitraisの買収はあったが、
売上高で200億円の目標に対し20億円となっている。



前ページの振り返りを踏まえ、残り2年、以下3点に注力していきたい。

【高収益モデルの確立】
まだ同業他社と比べても極めて利益率が低いと認識しており、利益率を上げることに努力して
いきたい。
特にグループ売上比率が高まる海外IT事業については、一定の収益を上げることを
目標としている。
インドは事業再編が進み、利益が出る構造になってきた。
中国も新型コロナウィルスの影響を除くと、中国国内への収益拡大を準備してきたので
利益を確保していきたい。
Mitraisを中心としたASEANで、アジャイル開発などでビジネス領域を拡大していきたい。
海外事業中心に収益力を改善していけるようにしていきたい。

【投資財務戦略の強化】
1月に新設した専門部署で実行していく。
現在のグループ資産、特に純資産については十分に活用できていないので、グループ資産の
活用を積極的に考えていく。
新規事業や中長期的なビジネス変革に資するM&A、VCなども、この資金の使い方に含めて
考えていく。部署ができたばかりなので、少しお時間をいただく。第2四半期の決算説明会で
説明する予定。



【DX推進】
様々な記事等で日本のIT企業はDX対応が遅れていると言われている。

当社グループはアジャイル開発中心に進めていく。デジタル時代は共創モデルがベースとなって
いく。従来のウォーターフォール型の開発は受注が乏しくなるのが始まっている。
共創モデルに対応したエンジニアをそろえ、体制を作り、ビジネスを展開していく必要が
あると考えている。

CRO事業については、2020年度の売上高目標値を、2019年度実績より下げた。
従来型のビジネスがより少なくなるだろうと予想しているため。利益についてはコスト削減
などによりわずかであるが黒字化させる予定。ヘルスケアについては当社グループは知見がある
ので、そのアドバンテージを活かしつつ、グループ内のIT子会社と連携しながらデジタルテクノロ
ジーを取り込んだヘルスケアサービスを強化していきたい。すでにいくつか心電図の
アタッチメント関連サービスなどで健康状態チェックなどを手掛けているが、本格的に取り組んで
いきたい。

当社グループのIT関連売上に占めるデジタル案件比率は2019年度は22％だったが、
2021年度を50％に引き上げることを目標にしている。
デジタル比率を上げていくことは、 2021年度以降もSIerがサステナブルなサービスを提供して
いくための要であり、企業戦略の中心になっていくと認識している。



業績目標については、改定させていただいた。
ROEについては変更せず、努力していきたい。

オーガニック（現状のグループ体制）での売上高と営業利益の目標となっており、
それ以外は投資財務戦略を策定した上で、実施していく。よって、2021年度までの同戦略
の貢献分は不明瞭な部分が多いので、プラスアルファとした。投資財務戦略については、今の
業態にとらわれることなく、資金活用を検討し、実施していきたい。



【2020年度の予想について（セグメント別）】
国内IT: 営業利益が減少している理由は、シーエーシー中心に人事制度の更改などに

より賞与時期が変更となった影響、および人材投資を今まで以上に増加させる
ため。

海外IT︓売上、利益ともに大幅増としている。営業利益は黒字化の予定。
これは、Mitraisの純増分が大きく、達成可能な数値だと認識している。
海外ITの利益を確保することで全体の利益率を改善していく予定。

CRO ︓2020年度も売上減少の予定。2019年度は売上総利益は問題なく出てい
たが、販管費が大きく、赤字となった。これは、売上高100億超を目指すために
営業体制や管理体制を強化したため人件費も多かったところに、
急激な売上減少に対応できなかったことが要因。売上高に見合う販管比率に
することで黒字化を見込んでいる。

【2021年度の予想について（セグメント別） 】
国内IT︓2019年度がピークに近い状態なので、多少売上、利益が伸長する程度に

見ている。
海外IT︓特に利益を中心に伸ばす予定。
CRO ︓デジタルとの融合も含めたビジネス展開をし、利益を確保していきたい。

これらにより、ROE8%達成をしていきたい。



・ 株主還元については本日リリースのとおり、本年度の配当は上期末、通期末5円ずつ
増配し、年間10円増配の60円予定としている。
いわゆるたこ足配当にならないようにする。この増配による原資への影響も、問題ない
レベルと確認している。

・ そのほかの株主還元策については、投資や、純資産などBSのバランスを見ながら
投資財務戦略で検討していく。





売上高、営業利益、経常利益、純利益ともに、いつもと変わり映えのない数字ではあるが、
セグメント別で説明したようなシナリオで営業利益20億円を目指す。



2020年度・2021年度 連結目標数値（セグメント別）スライドで説明した通り。
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